
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。単元の終末には愛好的態度の評価を見取り、次

単元への授業改善につなげている。 

３ 取組で工夫したところ（具体例） 
（１）ルールや場づくりの工夫 

【２年生 単元名「めざせ！とび柱」】 

様々な形状の跳び箱とマットのコースを準備した

ことで、運動が苦手な児童もわくわくしながら自分な

りの跳び方をあみだし意欲的に取り組んでいた。 

（２）ICTの活用 

【３年生 単元名「シュートゲーム！」】 

体育館２階から撮影したプレーの映像を、ハーフタ

イムに分析することで、全体や自分の動きのイメージ

が苦手な児童も映像を見ながら、友達と対話して次の

プレーに活かすことができていた。 

（３）振り返りの活用 

【５年生 単元名「走り高跳び」】 

毎時間、本時の「上達度」「満足度」をふりかえる

ことで、上達度や満足度の低い児童をグループでアド

バイスや肯定的な声をかけ合う姿が見られ、単元終了

後の児童の本単元の肯定的回答率は 100％であった。 

４ 成果と今後の課題 
【成果】 

  今年度実施した児童アンケートにおける「体育の授

業は好きですか？」の項目の肯定的回答率が９０％

と、昨年度より７ポイント向上した。 

【課題】 

  体育科の各領域の特性を活かした授業づくりにお

いて課題がある。引き続き、研修等を活用し、領域の

特性を理解して授業づくりを行うことで、みんなが体

育をより好きになるような深い学びへと繋げていく。 

１ 課題と目的 
本校は、体育科の研究仮説を「児童の学習意欲の高い

体育科を中心に深い学びを実現するための授業改善を

行えば、体力の向上のみならず、学力・集団性・自己肯

定感等の向上も図れるだろう。」として、授業改善を行

っている。その上で、本校は「体育科の授業が好きな児

童100％」を目標として、「楽しくわかる・できる」「認

め高め合う」児童の育成を目指している。 

２ 主な取組の内容 
 「体育科の授業が好きな児童」を 100％にするため、

運動を苦手な児童に対する取組は以下の5点である。 
（１）ファイナルタスクの設定 

本校では単元を貫く問いを「ファイナルタスク」

と命名し児童と共有している。体育科を中心に全

教科の単元初めに児童とファイナルタスクを設定

し、児童の問いをもつ力を高めるとともに主体的

に学習できるようにした。 

（２）ねらいを明確にした準備運動 

単元ごとに、本時の運動につながり、楽しさのあ

る準備運動を考えて実施した。 

（３）ルールや場づくりの工夫 

多様な思考へとつながり、児童同士の関わり合

いに発展するルール設定や場の工夫を行った。 

（４）ICTの活用 

視覚的支援や思考の整理、話し合いの補助等効

果的に活用した。本校では、主にロイロノートのア

プリケーションを活用している。 

（５）振り返りの活用 

授業後の振り返りや単元の終末の自己評価など

を活用し、自己理解・他者理解・授業改善にいかし

令和６年度 体育に関する指導推進支援事業 

深い学びを実現する体育科の授業づくり 

～「楽しくわかる・できる」「認め高め合う」児童の育成を通して～  
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ICT を活用し自分たちのプレーを俯
瞰的に捉え、改善に活かす。 

 

 

 

 

グループごとに本時の「上達度」「満
足度」を振り返り、次時に活かす。 

 

 

 

 

様々な形状の跳び箱を用意し、児童
の多様な動きの挑戦を促す。 

 

 

 

 

②ICTの活用（３年） ③振り返りの活用（５年） ①ルールや場づくりの工夫（２年） 


